
  

 

 

 

 

 

小中一貫した教育で子どもたちの相互承認の意識を高める 

 主幹教諭   清水  明 
 

札幌市では、指導力や資質向上を目的として、毎年、いくつかの研修が教職員に義務付け

られています。その研修の一つが春の札幌市教育研究推進事業として 6 月 9 日に開催されま

した。 

 卒業後、手稲中学校に入学する児童が多い、西宮の沢小学校、富丘小学校、手稲中央小学

校と手稲中学校の教職員が集まって、小学校 6 年間と中学校 3 年間の 9 年の子どもたちの「学

ぶ力・豊かな心・健やかな体」の育成について共通理解し、系統性と連続性のある小中一貫

した教育を推進することを目的に、今年度は手稲中央小学校で授業参観と協議、情報交流や

座談会を行いました。 

 手稲中学校区の学校で共通して目指すゴールは、教室にいる全ての子どもを包摂し、自分

も相手も大切にできる心(相互承認の意識)を９年間の教育活動を通して育てていくことで

す。 

 公開された 7 つの授業では、「やればできる・自分にはよいところがある・仲間の役に立

ててうれしいという思いをもてていたり、仲間のよいところを見つけようしていたりしてい

る」という「相互承認」につながる子どもたちの姿に焦点を当てて、教師と子ども、子ども

と子どものよい関わりについて確認し合い、校種や経験の枠を超えて活発な意見交流がなさ

れた有意義な時間となりました。 

 また、毎年行っている子どもたちの意識調査のうち、以下のような相互承認についての項

目の結果についても全体で確認を行いました。 

 

相互承認についての肯定的な回答の割合 

(自己承認・他者への承認、他者からの承認) 

小学校3校の平均 手稲中の平均 

R6/12月 R7/12月 R6/12月 R7/12月 

自分にはよいところがある            自己承認 88.7％ 91.0％ 82.2％ 88.2％ 

友達のよいところを見つけようとしている    他者への承認 88.4％ 88.1％ 90.2％ 89.1％ 

自分が必要とされていると感じる          自己承認 77.6％ 77.4％ 63.6％ 75.0％ 

人の役に立ててうれしいと感じることがある 他者からの承認 93.4％ 92.6％ 92.8％ 93.7％ 

人の役に立つ人間になりたいと思う      他者からの承認 94.4％ 94.1％ 93.1％ 92.6％ 

 

 本校の児童を含めて、手稲中学校区の子どもたちは、相互承認の項目について、全体とし

て肯定的な回答の割合は高い水準にあります。特に友達のよいところを見つけようとする意

識や他者からの承認についての項目では、人の役に立つ経験や人の役に立つことの価値を多

くの子どもたちが前向きに捉えようとする意識をもち続けていることが読み取れます。一方、

自分が必要とされていると感じている子どもたちの割合はやや低い傾向が続いています。 

 これからも、自分のよさを客観的に見つめることにつながるように、他者とのかかわりの

中で自己承認や達成感を得られる機会を日常的に積み重ねていくとともに、一人一人が自分

のよさや成長が実感できるような学習づくり、人間関係づくり、環境づくりを継続して、中

学校とも連携しながら相互承認の意識を高めていきます。 

 

学校だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 水 全校朝会  

2 木  

3 金 スクールカウンセラー来校日(AＭ) 

4 土  

5 日  

6 月 
クラブ活動 

夏休み図書貸出し（１・２年、はばたき学級） 

7 火  

8 水 
７月の授業参観① 

(４・５・６年・はばたき、５時間授業) 

夏休み図書貸出し（３・４年） 

9 木 
７月の授業参観② 

(１・２・３年、５時間授業) 

夏休み図書貸出し（５・６年） 

10 金 ３年校外学習「お店見学」 

11 土  

12 日  

13 月 
児童委員会 

図書館蔵書点検（～夏休み期間中） 

14 火  

15 水  

16 木  

17 金 
４年「ごみ出前教室」 

スクールカウンセラー来校日(ＰＭ) 

18 土  

19 日 ていね夏あかり 

20 月 海の日 

21 火 大そうじ期間（～２４日） 

22 水 
はばたき学級校外学習（石屋製菓） 

資源回収 

23 木  

24 金 １学期終業式（14：00 頃下校） 

25 土 夏季休業(～８/２３) 

  ８/２４(月)２学期始業式（13：00 頃下校） 

  
昨年度まで使用していた夏休みの課題「夏の

びのび」（算数と国語の教科書に準拠した学習ド
リル）に代えて、今年度からは漢字・計算オリン
ピックの問題や、算数の繰り返しドリルを課題と
して出します。 
 
・漢字オリンピックの練習（学年便りでお知らせ
する出題範囲の漢字を、教科書やかんぺきくん
を参考にしながらノートに練習します。） 

・計算オリンピックの練習（練習問題のプリント
を配付します。本番は、数字は変えずに出題順
を変えて行います。） 

・算数の繰り返しドリル（学年便りでお知らせす
る範囲をノートに行います。保護者または自分
で丸付けまでお願いします。間違えた問題は、
もう一度行います。） 

・その他、各学年ごとの課題も行います。 
（アサガオの観察カード、リコーダーの練習等） 
 
 なお、その他にも家庭学習に取り組ませたいと
いうご家庭のために、補助教材として夏休みのド
リル「夏のびのび」の希望販売を行っています。
購入を希望される方は、６月２９日に配付いたし
ました申し込み袋に金額（２３０円）を添えて、
担任まで提出をお願いします。（７月３日まで）
納期の都合上、〆切の期日が近くなっております
ので、ご了承ください。 

  

７月１９日(日)に、「ていね夏あかり」が下記の

ように開催される予定です。本校では１、２年生

が学校で提灯を制作します。他学年は希望者のみ

材料を配付しました。ご協力いただくことになっ

たご家庭は、１０日(金)までに完成した提灯を学

校に持たせてください。 
 
第 3５回ていね夏あかり 

～燈を結び希をかさねる～ 

日時：７月１９日（日）15:00～20:00 

（ちょうちん点灯 18:00～）雨天中止 

場所：北海道科学大学（手稲区前田７条１５丁目４－１） 
 

＊悪天候による中止の場合は、当日正午までに主

催者から学校に連絡があり、保護者の方には学

校から 「すぐーる」にてお知らせします。 

＊保護者同伴時のみ、自分の制作したちょうち 

んの持ち帰りも可能です。（19:30 以降） 

＊キャンパス駐車場をご利用いただけますが、周

辺道路の混雑が予想されますので可能な限り乗

り合わせの上ご来場ください。 

【問合せ】ていね夏あかり実行委員会事務局 

         TEL:011－681-2445 

1学期の終業式の日は、月・金曜日課の 5 時間

授業です。給食を食べてから、5 校時終了後の下

校となります。下校時刻は 14:00 頃です。 

２学期始業式の日は、中休みなしの短縮４時間

授業です。４校時終了後、給食を食べてからの下

校となります。下校時刻は 13:00 頃です。 

 

 
７月の授業参観 

 
７月８日（水） ５校時 ４・５・６年・はばたき学級 
※５校時終了後 ６年（修学旅行説明会） 
※４・５・６年、はばたき学級は５時間授業 
（１４：１５頃下校） 

 
７月９日（木） ５校時   １・２・３年 
※１・２・３年は５時間授業（１４：１５頃下校） 


